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一
　
本
書
の
構
成
と
論
点

　

本
書
は
、
野
口
朋
隆
・
兼
平
賢
治
両
氏
が
企
画
編
集
委
員
を
担
う
シ
リ
ー
ズ
〈
家

か
ら
み
る
江
戸
大
名
〉
全
七
冊
の
う
ち
の
一
冊
と
し
て
、
書
き
下
ろ
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
意
図
を
述
べ
た
「
刊
行
の
こ
と
ば
」
で
、「
家
」
を
「
家
長（
当

主
）
を
頂
点
と
し
て
、
家
名
、
家
産
、
家
業
の
永
続
を
図
る
世
代
を
超
え
た
組
織
で

あ
り
、
家
長
が
祖
先
崇
拝
を
担
い
、
本
分
家
と
い
う
同
族
と
婚
姻
に
よ
る
親
類
を
軸

と
し
て
、
非
血
縁
の
家
臣
・
奉
公
人
を
も
包
み
込
ん
だ
社
会
集
団
で
あ
っ
た
」
と
定

義
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
こ
う
し
た
側
面
か
ら
徳
川
家
や
大
名
家
を
み
て
み
る
こ

と
で
、
江
戸
時
代
の
領
主
と
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
性
格
で
あ
っ
た
の
か
を
従
来
と

は
異
な
る
視
角
か
ら
と
ら
え
て
い
く
こ
と
」
に
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
意
図
を
も
っ
て
、
本
書
は
中
世
か
ら
幕
末
ま
で
の
南
部
家
と
い
う
「
家
」
の
歴
史

を
通
時
的
に
叙
述
し
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
構
成
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

プ
ロ
ロ
ー
グ
―
北
奥
の
領
主
南
部
信
直
の
「
日
本
」
と
の
出
会
い

一　

藩
主
・
家
老
と
し
て
生
き
る
―
中
世
の
領
主
か
ら
近
世
の
藩
主
・
家
老
へ

二　

暴
君
重
直
に
よ
る
新
参
家
臣
の
召
抱
え
と
南
部
騒
動
―
「
家
中
」
の
形
成

と
「
御
家
」
の
存
続
危
機

三　

殉
死
と
剃
髪
―
藩
主
個
人
へ
の
忠
義
、「
御
家
」
へ
の
忠
義

四　

南
部
家
の
結
婚
と
離
婚
―
離
婚
と
再
婚
、
夫
と
の
死
別
を
経
験
し
た
南
部

幕
の
一
生

五　
「
田
舎
者
」
と
「
笑
わ
れ
」
て
も
構
わ
な
い
―
南
部
家
の
歴
史
を
重
ん
じ
る

六　
「
笑
わ
れ
な
い
」
南
部
家
に
―
「
外
聞
」
を
気
に
す
る
藩
主
た
ち

七　

国
持
大
名
に
ふ
さ
わ
し
い
南
部
家
へ
―
将
軍
に
自
分
を
重
ね
あ
わ
せ
る
利

済
エ
ピ
ロ
ー
グ
―
幕
末
の
混
乱
と
盛
岡
藩
南
部
家
の
終
焉

　

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
ま
ず
、
盛
岡
藩
主
家
と
な
っ
た
南
部
家
の
出
自
に
つ
い
て
、
近

世
に
描
か
れ
た
歴
史
と
近
年
の
研
究
成
果
を
も
と
に
説
明
し
て
い
る
。
南
部
家
の
祖

は
加か

が

み
賀
美
遠と

お
み
つ光

の
三
男
光み

つ

行ゆ
き

で
、
源
頼
朝
に
従
っ
て
石
橋
山
の
戦
い
で
軍
功
を
立
て
、

甲
斐
国
巨
摩
郡
南
部
郷
を
与
え
ら
れ
て
南
部
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
家
伝
で

は
、
文
治
五
年（
一
一
八
九
）、
頼
朝
が
奥
州
合
戦
で
平
泉
藤
原
氏
を
滅
亡
さ
せ
る
と
、

戦
功
の
あ
っ
た
光
行
は
糠
部
五
郡
を
与
え
ら
れ
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）、
糠
部

に
下
向
し
て
三
戸
に
拠
点
を
築
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
後
世
の
創
作
で
あ
り
、
奥
州
南
部
氏
の
始
ま
り
は
建
武
政
権
期
に
奥
州
に
下

向
し
た
南
部
師も

ろ

行ゆ
き

・
政ま

さ

長な
が

兄
弟
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
兄
弟
は
根
城
を
拠
点
と
し
た

八
戸
南
部
家
の
当
主
で
あ
り
、
当
初
の
南
部
家
の
宗
家
は
八
戸
南
部
家
で
あ
っ
た
が
、

南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
あ
る
時
点
で
三
戸
南
部
家
へ
の
宗
家
の
交
代
が
起

こ
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

戦
国
時
代
を
迎
え
、
や
が
て
豊
臣
大
名
と
な
っ
た
三
戸
南
部
家
は
、
拠
点
を
盛
岡

に
移
し
て
盛
岡
南
部
家
と
な
っ
た
。
八
戸
南
部
家
は
豊
臣
政
権
の
も
と
で
三
戸
南
部

家
に
臣
従
し
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
遠
野
に
移
封
さ
れ

〔
書
評
〕

　
兼
平
賢
治
著

『〈
家
か
ら
み
る
江
戸
大
名
〉
南
部
家
―
盛
岡
藩
』

大
藤

　
　
修
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て
遠
野
南
部
家
と
な
り
、
中
野
家
、
北
家
と
と
も
に
「
御
三
家
」
と
し
て
大
老
・
家

老
を
務
め
、
盛
岡
藩
南
部
家
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

北
奥
に
勢
力
を
広
げ
た
三
戸
南
部
家
の
二
六
代
当
主
の
南
部
信の

ぶ

直な
お

は
、
周
辺
の
領

主
や
国
人
と
一
揆
を
結
ぶ
一
方
、
前
田
利
家
を
取
次
と
し
て
豊
臣
秀
吉
に
接
触
を
図

り
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
小
田
原
攻
め
に
参
陣
し
、
奥
羽
仕
置
で
秀
吉
か

ら
朱
印
状
を
与
え
ら
れ
て
「
南
部
内
七
郡
」
の
安
堵
を
受
け
た
。
こ
う
し
て
豊
臣
大

名
と
し
て
公
認
さ
れ
、
近
世
大
名
と
し
て
歩
み
だ
す
こ
と
に
な
る
。
奥
羽
仕
置
に
反

発
し
て
各
地
で
一
揆
が
起
こ
り
、
南
部
一
族
の
有
力
者
で
、
か
つ
て
信
直
と
三
戸
南

部
家
の
家
督
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
九
戸
政ま

さ

実ざ
ね

も
蜂
起
し
た
が
鎮
圧
さ
れ
、
九
戸
側
に

つ
い
た
四
戸
氏
や
七
戸
氏
も
掃
討
さ
れ
て
、
三
戸
南
部
家
の
南
部
宗
家
と
し
て
の
地

位
は
盤
石
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
天
正
一
九
年
の
奥
羽
再
仕
置
に
よ
っ
て
信

直
は
稗
貫
郡
と
和
賀
郡
を
加
増
さ
れ
、
南
に
領
地
を
拡
大
し
た
。

　

信
直
は
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
際
し
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
か
ら
翌
年
に
か
け

て
肥
前
名
護
屋
に
滞
陣
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
価
値
観
を
共
有
す
る
領
主

や
国
人
た
ち
と
の
「
郡
中
」
と
呼
ば
れ
る
世
界
に
い
た
信
直
は
、
豊
臣
大
名
と
し
て

「
日
本
之
つ
き
合
」
の
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
で
三
戸
南
部
家
の

存
続
を
図
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
徳
川
政
権
に
替
わ
り
幕
藩
体
制

が
築
か
れ
る
と
、
そ
れ
へ
の
適
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
章
で
は
、
そ
の

下
で
の
盛
岡
藩
南
部
家
の
「
家
」
の
歴
史
に
つ
い
て
、「
家
」
の
あ
り
方
の
変
化
と
、

そ
の
画
期
に
着
目
し
て
描
い
て
い
る
。

　

な
お
、
信
直
は
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
る
前
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
信
直
の
嫡
子

利と
し

直な
お

を
初
代
盛
岡
藩
主
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
近
世
大
名
と
し
て
歩
み

だ
し
た
の
が
信
直
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
彼
を
初
代
と
し
て
い
る
。
以
下
、
兼
平
氏

が
設
定
し
た
画
期
ご
と
に
論
点
を
要
約
し
て
お
こ
う
。

　

第
一
の
画
期
は
一
七
世
紀
。
幕
藩
体
制
に
適
応
し
て
「
家
」
を
存
続
さ
せ
、
藩
政

を
確
立
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
時
期
で
あ
る
。

　

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）、
信
直
が
没
す
る
と
利と

し

直な
お

が
家
督
を
継
ぎ
、
翌
年
の
関
ヶ

原
合
戦
に
際
し
て
は
徳
川
方
と
し
て
上
杉
攻
め
に
加
勢
し
た
。
徳
川
将
軍
家
と
南
部

家
を
繋
ぐ
媒
体
と
し
て
兼
平
氏
が
着
目
す
る
の
は
南
部
の
馬
と
鷹
で
あ
る
。
家
康
と

秀
忠
は
将
軍
と
な
る
前
か
ら
南
部
領
に
「
御
鷹
御
馬
御
用
」
の
役
人
衆
を
派
遣
し
て

お
り
、
幕
府
に
よ
る
「
公
儀
御
鷹
師
（
匠
）
衆
」
と
「
公
儀
御
馬
買
衆
」
の
派
遣
に

引
き
継
が
れ
た
。
前
者
の
派
遣
は
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
以
降
確
認
で
き
な
く
な

り
、
後
者
の
派
遣
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
を
最
後
に
途
絶
え
る
が
、
購
入
方
法

を
変
化
さ
せ
な
が
ら
も
幕
末
ま
で
毎
年
買
い
続
け
ら
れ
た
。
中
世
以
来
、
馬
産
地
の

掌
握
が
武
家
の
棟
梁
の
条
件
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
、
盛
岡
藩
南
部
家
は

良
馬
の
生
産
を
自
家
の
役
割
と
認
識
し
て
い
た
（
一
章
）。

　

利
直
治
世
期
（
一
五
九
九
―
一
六
三
二
）
は
藩
政
機
構
が
未
整
備
で
藩
主
直
仕
置

の
段
階
に
あ
り
、
大
身
家
臣
に
対
し
て
は
家
中
へ
の
取
り
込
み
を
強
め
た
時
期
で

あ
っ
た
（
一
章
）。
利
直
は
嫡
子
で
あ
っ
た
時
に
正
室
に
父
の
信
直
が
誼
を
通
じ
た

秀
吉
重
臣
の
蒲
生
氏
郷
の
養
女
を
迎
え
て
い
る
が
、
三
人
の
娘
は
自
ら
の
重
臣
と
結

婚
さ
せ
て
、
関
係
強
化
を
図
っ
て
い
る
（
四
章
）。

　

三
代
重し

げ

直な
お

の
治
世
期
（
一
六
三
二
―
六
四
）
に
は
、
新
た
な
支
配
秩
序
の
下
で
即

戦
力
と
な
り
え
る
新
参
家
臣
を
積
極
的
に
登
用
す
る
一
方
、
大
身
家
臣
を
含
む
多
く

の
譜
代
家
臣
を
改
易
し
て
、
藩
主
権
力
の
強
化
を
図
り
、
藩
政
機
構
の
整
備
を
進
め

た
。
多
数
の
新
参
家
臣
の
召
抱
え
と
要
職
へ
の
登
用
は
、
強
引
な
政
治
手
法
と
相

俟
っ
て
譜
代
家
臣
の
反
発
を
招
き
、
重
直
は
暴
君
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
こ
と
に
な
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る
（
二
章
）。

　

重
直
は
実
子
と
養
子
を
相
次
い
で
失
っ
た
こ
と
か
ら
四
代
将
軍
家
綱
に
相
続
人
の

選
定
を
委
ね
た
が
、
そ
の
決
定
が
な
さ
れ
る
前
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
没
し

た
こ
と
か
ら
、
相
続
人
を
め
ぐ
っ
て
家
中
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
新
参
家
臣
は
重
直
が

望
ん
だ
他
家
か
ら
の
相
続
人
を
推
し
た
の
に
対
し
、
譜
代
家
臣
は
重
直
の
弟
の
重し

げ

信の
ぶ

を
擁
立
し
た
が
、
幕
府
は
、
寛
文
四
年
一
二
月
六
日
、
盛
岡
藩
一
〇
万
石
の
う
ち
八

万
石
は
重
信
に
、
残
る
二
万
石
は
弟
の
直
房
に
与
え
る
裁
定
を
下
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
直
房
を
祖
と
す
る
八
戸
藩
南
部
家
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
兼
平
氏
は
、

直
房
へ
の
分
知
は
罰
則
的
な
減
封
と
い
う
よ
り
も
、
再
び
無
嗣
と
い
う
状
態
が
発
生

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
血
縁
の
保
持
を
図
っ
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
盛
岡
藩
南

部
家
の
領
知
高
も
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
は
一
〇
万
石
に
復
し
て
い
る
。

　

四
代
重
信
の
治
世
期
（
一
六
六
四
―
九
二
）
に
は
、
新
参
家
臣
の
召
抱
え
は
抑
え

ら
れ
、
家
中
の
世
襲
・
固
定
化
が
進
む
と
と
も
に
藩
政
機
構
も
整
っ
た
（
二
章
）。

重
信
は
正
室
を
置
か
な
か
っ
た
が
、
側
室
が
多
く
の
子
女
を
産
み
、
息
子
二
人
が
将

軍
旗
本
に
取
り
立
て
ら
れ
て
麹
町
南
部
家
と
三
田
南
部
家
が
誕
生
し
、
南
部
の

「
家
」
が
拡
大
し
た
。
娘
は
大
名
家
や
重
臣
家
に
嫁
ぎ
、
嫡
子
で
五
代
藩
主
と
な
っ

た
行
信
（
一
六
九
二
―
一
七
〇
二
）
も
子
だ
く
さ
ん
で
あ
っ
た
の
で
、
重
信
・
行
信

の
代
に
縁
戚
関
係
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
行
信
以
降
の
歴
代
藩
主
の
娘
は
全

員
大
名
家
に
嫁
い
で
い
る
（
四
章
）。

　

江
戸
時
代
の
初
め
に
は
亡
き
主
人
を
追
っ
て
従
者
が
殉
死
す
る
こ
と
が
流
行
し
、

盛
岡
藩
南
部
家
で
も
二
代
利
直
と
四
男
利
康
の
死
に
際
し
て
殉
死
者
が
出
て
い
る
。

四
代
将
軍
家
綱
の
時
代
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
殉
死
禁
止
令
が
出
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
属
人
的
な
主
従
関
係
を
「
家
」
相
互
の
永
続
的
で
安
定
し
た
関
係
に
転
換
す

る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
殉
死
が
禁
止
さ
れ
る
と
、
代
わ
り

に
剃
髪
出
家
し
て
亡
き
主
人
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
が
諸
藩
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
盛
岡
藩
で
も
同
様
で
あ
り
、
六
代
信の

ぶ

恩お
き

の
代
（
一
七
〇
二
―
〇
七
）
に
剃
髪

許
可
対
象
を
隠
居
者
と
老
人
に
限
定
し
、
現
役
藩
士
は
引
き
続
き
新
藩
主
に
奉
公
す

る
体
制
を
築
く
に
至
っ
て
い
る
（
三
章
）。

　

第
二
の
画
期
は
一
八
世
紀
前
半
。
一
七
世
紀
に
進
行
し
た
江
戸
重
視
の
傾
向
が

「
国く

に

風ぶ
り

」（
盛
岡
藩
独
自
の
文
化
や
慣
習
）
を
失
わ
せ
る
事
態
を
招
い
た
こ
と
に
、
八

代
利と

し

視み

（
一
七
二
五
―
五
二
）
は
危
機
感
を
抱
き
、
そ
の
数
奇
な
生
い
立
ち
か
ら
南

部
家
の
歴
史
や
由
緒
を
重
ん
じ
、
藩
主
と
し
て
の
正
統
性
を
強
調
す
る
一
方
、
家
中

と
領
民
に
も
「
家
」
の
歴
史
や
由
緒
を
大
切
に
す
る
よ
う
求
め
た
（
五
章
）。

　

利
視
は
六
代
藩
主
信
恩
の
三
男
と
し
て
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
盛
岡
で
誕
生

し
た
。
母
は
側
室
で
あ
る
が
、
懐
妊
中
に
信
恩
が
死
去
し
た
た
め
、
五
代
行
信
の
一

一
男
で
利
視
の
叔
父
に
当
た
る
利と

し

幹も
と

が
七
代
藩
主
と
な
っ
た
。
た
め
に
利
視
は
藩
主

嫡
子
と
し
て
の
立
場
に
な
く
、
盛
岡
で
成
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
享
保
一
〇
年

（
一
七
二
五
）、
利
幹
が
病
気
を
悪
化
さ
せ
た
時
、
嫡
子
の
利と

し

雄か
つ

は
ま
だ
二
歳
で
あ
っ

た
の
で
、
八
代
藩
主
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
利
視
が
盛
岡
藩
の
「
国
風
」
を

大
切
に
し
た
の
は
、
盛
岡
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
兼
平
氏
は
解
す
る
。

　
「
利
視
」
と
い
う
実
名
も
南
部
家
の
由
緒
に
ち
な
ん
で
い
る
。
初
代
信
直
は
前
田

利
家
と
昵
懇
の
関
係
に
あ
り
、
二
代
目
は
利
家
か
ら
利
の
偏
諱
を
与
え
ら
れ
て
「
利

直
」
を
名
乗
っ
た
由
緒
に
も
と
づ
き
、
疎
遠
と
な
っ
て
い
た
金
沢
藩
前
田
家
と
の
関

係
を
再
開
し
、「
利
」
の
字
の
使
用
許
可
を
得
て
、
信
視
か
ら
利
視
と
改
名
し
た
も

の
で
あ
る
。
前
藩
主
も
「
利
幹
」
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
南
部
家
中
興
の
祖

と
認
識
さ
れ
て
い
た
二
代
利
直
に
ち
な
ん
だ
可
能
性
が
高
い
が
、
前
田
家
と
の
関
係
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を
再
開
し
、
正
式
に
申
し
入
れ
て
「
利
」
の
字
を
使
用
し
た
の
は
利
視
で
あ
る
と
い

う
。
利
視
の
跡
を
継
い
だ
信
貞
は
藩
主
に
就
く
と
利
雄
に
改
め
、
金
沢
藩
前
田
家
か

ら
正
室
を
迎
え
て
い
る
。
南
部
家
と
前
田
家
の
縁
は
一
層
深
め
ら
れ
、
最
後
の
藩
主
、

一
六
代
利と

し

恭ゆ
き

ま
で
歴
代
の
藩
主
は
「
利
〇
」
と
名
乗
っ
て
い
る
。

　

第
三
の
画
期
は
一
八
世
紀
後
半
。
他
国
者
の
旅
行
者
、
芸
能
・
宗
教
者
な
ど
だ
け

で
な
く
、
ロ
シ
ア
の
接
近
に
よ
る
対
外
的
危
機
か
ら
松
前
に
渡
る
幕
府
役
人
ら
の
往

来
が
多
く
な
り
、
加
え
て
広
範
囲
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
飢
饉
へ
の
対
応
が
隣
藩
な

ど
と
比
較
さ
れ
た
た
め
に
、
盛
岡
藩
に
対
す
る
「
外
聞
」
が
藩
政
を
大
き
く
規
定
す

る
よ
う
に
な
り
、
南
部
家
の
あ
り
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
九
代
利
雄
の
治

世
（
一
七
五
二
―
七
九
）
以
降
、
家
老
席
日
記
「
雑
書
」
に
は
「
外
聞
」
と
い
う
言

葉
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
藩
主
た
ち
が
常
に
幕
府
の
目
や
他
領
者
の
目
を

気
に
し
、
利
視
の
時
と
は
逆
に
「
笑
わ
れ
な
い
」
盛
岡
藩
南
部
家
に
す
る
こ
と
に
努

め
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
（
六
章
）。

　

第
四
の
画
期
は
一
九
世
紀
。
一
一
代
利と

し

敬た
か

（
一
七
八
四
―
一
八
二
〇
）
は
文
化
元

年
（
一
八
〇
四
）、
若
く
し
て
四
品
（
従
四
位
下
）
に
昇
り
、
さ
ら
に
五
年
に
は
侍

従
に
任
じ
ら
れ
、
蝦
夷
地
警
衛
の
功
績
か
ら
一
〇
万
石
か
ら
二
〇
万
石
に
高
直
し
さ

れ
て
国
持
大
名
に
昇
格
し
た
。
利
敬
の
藩
政
、
と
り
わ
け
風
俗
統
制
に
つ
い
て
は
か

ね
て
よ
り
注
目
さ
れ
、
様
々
な
論
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
兼
平
氏
は
官
位
と
家

格
上
昇
の
影
響
を
重
視
す
る
。
利
敬
が
四
品
昇
進
を
機
に
「
古
風
」
の
回
復
か
ら

「
諸
国
一
統
之
風
儀
」
に
改
め
る
政
策
に
転
換
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、
有
名
な
女

性
の
眉
払
い
令
は
そ
の
象
徴
的
政
策
だ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
国
持
大
名
に
昇
格
す

る
と
、
盛
岡
藩
南
部
家
の
新
た
な
「
御
家
柄
」
に
相
応
し
い
「
御
国
之
風
儀
」
を
つ

く
り
あ
げ
、「
外
聞
」
に
恥
じ
な
い
も
の
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
、
と
兼
平
氏
は
説
く
。

利
敬
は
国
持
大
名
に
な
る
と
、
そ
の
格
式
に
相
応
し
い
藩
主
の
呼
称
と
し
て
屋
形
号

（「
屋
形
様
」）
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
国
許
も
「
御
在
所
」
で
は
な
く
「
御
国
」

と
唱
え
さ
せ
て
い
る
。

　

一
二
代
利と

し

用も
ち

（
一
八
二
〇
―
二
五
、
替
え
玉
を
含
め
二
人
い
る
）
と
一
三
代
利と

し

済た
だ

（
一
八
二
五
―
四
八
）
も
国
持
大
名
に
相
応
し
い
南
部
家
に
す
る
こ
と
に
腐
心
し
た

が
、
と
り
わ
け
利
済
は
歴
代
藩
主
で
初
め
て
少
将
に
昇
進
し
て
お
り
、
家
格
の
上
昇

が
南
部
家
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
た
。
天
保
一
〇
年
（
一
九
三
九
）、
少
将
に
任

官
し
た
利
済
は
、
自
身
を
将
軍
に
重
ね
合
わ
せ
、「
上
意
」「
御
成
」
な
ど
将
軍
に
使

わ
れ
る
言
葉
を
使
用
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
発
給
す
る
御
内
書
に
天
下
人
の
文

書
料
紙
で
あ
る
大
高
檀
紙
を
使
用
し
、
様
式
も
将
軍
御
内
書
に
な
ら
っ
た
。
兼
平
氏

は
そ
こ
に
、
将
軍
権
威
の
相
対
化
と
藩
国
家
意
識
の
高
ま
り
を
み
て
い
る
（
七
章
）。

　

一
五
代
利と

し

剛ひ
さ

（
一
八
四
九
―
六
八
）
は
徳
川
御
三
家
の
水
戸
徳
川
斉
昭
の
娘
を

娶
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
盛
岡
藩
南
部
家
で
は
最
も
高
い
家
格
の
大
名
家
か
ら
迎
え

た
正
室
で
あ
っ
た
。
南
部
家
の
家
格
上
昇
が
御
三
家
と
の
縁
組
を
可
能
に
し
た
、
と

兼
平
氏
は
説
く
（
四
章
）。

　

戊
辰
戦
争
で
は
盛
岡
藩
は
奥
羽
列
藩
同
盟
に
加
わ
っ
て
敗
れ
、
利
剛
は
隠
居
を
命

じ
ら
れ
、
そ
の
跡
を
継
い
だ
利
恭
は
白
石
一
三
万
石
に
減
転
封
さ
れ
て
白
石
藩
主
と

な
り
、
盛
岡
藩
主
家
と
し
て
の
南
部
家
は
幕
を
閉
じ
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、

利
恭
は
版
籍
奉
還
を
願
い
出
て
白
石
藩
知
事
と
な
り
、
そ
の
後
、
盛
岡
へ
の
復
帰
を

認
め
ら
れ
盛
岡
藩
知
事
と
な
っ
た
も
の
の
、
新
政
府
か
ら
七
〇
万
両
も
の
献
金
を
命

じ
ら
れ
た
。
こ
の
献
金
が
大
き
な
負
担
と
な
り
、
明
治
三
年
七
月
、
他
藩
よ
り
一
年

早
く
廃
藩
を
認
め
ら
れ
、
盛
岡
藩
二
度
目
の
終
焉
と
な
っ
た
（
エ
ピ
ロ
ー
グ
）。
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二
　
本
書
の
特
色
と
課
題

　

兼
平
氏
は
盛
岡
藩
南
部
家
に
つ
い
て
精
力
的
に
研
究
し
、『
盛
岡
藩
家
老
席
日
記

雑
書
』
の
校
閲
に
も
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
だ
け
に
、
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

現
段
階
で
の
研
究
水
準
を
示
す
学
術
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
般
読
者
を
も
対
象
に

し
た
教
養
書
で
も
あ
る
の
で
、
テ
ー
マ
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
興
味
を
惹

き
な
が
ら
読
ま
せ
る
工
夫
も
さ
れ
て
い
る
。
平
明
で
論
旨
明
快
な
叙
述
の
上
手
さ
も

感
心
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
歴
代
の
藩
主
が
直
面
し
た
課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
「
家
」
の
存
続
に
努
め
て
き
た
か
、
と
い
う
点
が
主
題
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
の

際
、
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
各
藩
主
の
個
性
に
も
着
目
し
て
い
る
点
が

本
書
の
特
色
で
、
叙
述
を
生
彩
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。
古
文
書
学
的
分
析
手
法
を

随
所
で
用
い
て
論
点
を
引
き
出
し
て
い
る
点
、
ま
た
研
究
の
乏
し
い
大
名
家
の
離
婚

に
つ
い
て
具
体
例
に
即
し
て
分
析
し
、
そ
の
特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
点
も
、
大
き
な

意
義
を
も
つ
。

　

家
督
相
続
、
家
格
意
識
、「
家
」
の
歴
史
・
由
緒
認
識
、
当
主
名
の
通
字
、
戒
名

と
墓
、
同
族
関
係
、
縁
組
戦
略
と
縁
戚
関
係
、
家
中
の
あ
り
方
な
ど
、「
家
」
論
の

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
盛
岡
藩
南
部
家
の
「
家
」
と
し
て
の
特
質
に
迫
っ
て
い
る
点

は
評
価
で
き
る
が
、「
家
」
の
観
点
か
ら
大
名
家
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
は
、
以
下

の
諸
点
も
考
察
対
象
に
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

　

①
大
名
家
の
「
家
」
と
し
て
の
特
徴
の
一
つ
に
、「
表
向
」
と
「
奥
向
」
に
空
間

的
に
も
制
度
的
に
も
区
分
さ
れ
て
い
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論

の
観
点
か
ら
将
軍
家
や
大
名
家
の
「
奥
向
」
研
究
が
進
ん
で
い
る
が
、
何
故
、
そ
う

し
た
区
分
が
な
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
理
論
的
な
説
明
は
さ
れ
て
い
な

い
。
私
は
、「
表
向
」
と
「
奥
向
」
の
区
分
は
「
公
儀
」
＝
公
共
領
域
と
「
内
儀
」

＝
家
内
領
域
を
区
分
し
た
も
の
で
、
公
共
領
域
と
家
内
領
域
が
未
分
離
で
あ
っ
た
近

世
社
会
に
お
い
て
、
公
儀
の
権
力
と
政
治
・
軍
事
を
担
っ
て
い
た
将
軍
家
や
大
名
家

が
両
者
の
分
離
を
図
っ
た
点
に
、
歴
史
的
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

最
近
、
福
田
千
鶴
氏
は
、「
奥
向
」
を
家
長
の
生
活
空
間
で
家
政
機
関
で
も
あ
る

「
表
方
」
と
、
妻
子
や
奥
女
中
の
生
活
空
間
の
「
奥
方
」
に
概
念
的
に
区
分
す
る
試

案
を
提
示
し
て
い
る
（『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八

年
）。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
注
目
す
べ
き
は
、「
奥
向
」
の
「
表
方
」
に
属
す
将
軍
・
大

名
と
家
政
担
当
の
男
性
役
人
が
、「
表
向
」
の
男
性
諸
役
人
を
指
令
し
て
公
儀
の
政

治
を
遂
行
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
公
儀
の
幕
政
・
藩
政
も
将
軍
家
や
大
名
家
の
「
家

業
」
と
し
て
営
ま
れ
て
い
た
が
故
で
あ
り
、「
表
向
」
と
「
奥
向
」
と
い
う
形
で
公

共
領
域
と
家
内
領
域
と
を
区
分
し
て
も
、「
家
」
の
原
理
に
規
定
さ
れ
徹
底
し
え
な

か
っ
た
の
で
あ
る
（
拙
著
『
近
世
庶
民
社
会
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
）。

　
「
奥
向
」
の
「
奥
方
」
に
居
住
す
る
女
性
が
、
制
度
的
に
は
家
政
と
公
儀
の
政
治

か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
隠
然
た
る
権
力
を
振
る
い
、
政
治
向
き

に
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
の
も
、「
家
」
が
公
儀
の
権
力
と
政

治
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
よ
う
。
奥
女
中
を
公
式
に
藩
政
に
関
与
さ
せ

て
い
た
事
例
も
見
出
さ
れ
て
い
る
。
文
化
・
文
政
期
の
盛
岡
藩
主
南
部
利
敬
は
、
藩

主
付
き
の
奥
女
中
に
男
性
家
臣
並
み
の
待
遇
を
与
え
て
、
利
敬
の
改
革
政
治
を
直
接

支
え
る
任
務
を
遂
行
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
、
柳
谷
慶
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
（「
文
化
文
政
期
の
盛
岡
藩
政
と
奥
女
中
」、
菊
池
勇
夫
編
集
・
発
行
『
北
の
歴
史

か
ら
』
八
、
二
〇
二
三
年
。「
藩
政
を
支
え
た
奥
女
中
」『
本
郷
』
一
六
五
、
二
〇
二
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三
年
）。
か
か
る
事
象
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、私
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
た
い
。

　

幕
藩
官
僚
機
構
の
形
成
に
伴
い
、
男
性
家
臣
は
官
僚
の
論
理
で
動
く
よ
う
に
な
っ

た
た
め
に
、
近
世
中
期
以
降
、
将
軍
家
、
大
名
家
と
も
に
新
た
に
主
君
の
側
近
を
置

き
、
諸
役
人
と
主
君
の
間
を
取
り
次
が
せ
る
よ
う
に
な
る
。
盛
岡
藩
で
は
享
保
一
七

年
（
一
七
三
二
）
に
御
側
頭
が
新
設
さ
れ
て
い
る
が
、
畑
井
洋
樹
氏
の
研
究
に
よ
る

と
、
同
役
は
家
老
職
と
兼
務
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
利
敬
が
藩
主
と
な
っ
た
時
期
に

は
家
老
と
御
側
頭
は
実
質
的
に
一
体
と
な
っ
て
お
り
、
御
側
頭
は
藩
主
側
近
と
し
て

の
役
割
を
喪
失
し
て
い
た
と
い
う
（「
藩
主
権
力
と
側
近
」『
歴
史
』
九
二
、
一
九
九

九
年
）。
そ
れ
故
、
利
敬
は
御
側
頭
を
廃
し
て
奥
女
中
を
側
近
に
登
用
し
、
自
身
を

政
治
的
に
支
え
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

兼
平
氏
に
は
、
奥
向
の
役
割
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　

②
幕
藩
制
下
に
お
い
て
は
、
大
名
の
領
土
と
領
民
は
建
前
上
は
「
天
―
将
軍
」
か

ら
の
預
り
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
代
々
相
続
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

領
土
と
領
民
は
先
祖
か
ら
の
預
り
も
の
で
あ
る
「
家
産
」
と
観
念
す
る
よ
う
に
も

な
っ
た
。
こ
と
に
旧
族
居
付
き
の
外
様
大
名
に
あ
っ
て
は
「
家
産
」
観
念
が
強
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
盛
岡
藩
南
部
家
で
も
近
世
後
期
に
は
藩
国
家
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
そ
の
基
礎
に
「
家
産
」
観
念
の
強
ま
り
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
ま
た
戊
辰
戦

争
敗
戦
後
の
南
部
家
の
白
石
へ
の
転
封
に
反
対
す
る
運
動
が
領
民
の
間
に
広
ま
っ
た

の
も
、
南
部
の
「
御
家
」
の
民
と
い
う
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
検

証
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

③
藩
領
国
は
特
定
の
家
筋
の
者
が
君
主
の
座
を
世
襲
す
る
君
主
制
国
家
で
あ
り
、

君
主
家
の
慶
事
・
凶
事
の
儀
礼
は
家
中
や
領
民
の
生
活
と
も
密
接
に
関
わ
っ
た
。
家

中
や
領
民
の
参
加
す
る
儀
礼
も
あ
っ
た
し
、
君
主
や
家
族
の
命
名
・
改
名
儀
礼
に
際

し
て
は
、
同
字
や
同
音
の
名
前
を
家
中
や
領
民
が
名
乗
る
こ
と
を
禁
じ
る
法
令
が
諸

藩
で
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
君
主
や
そ
の
家
族
あ
る
い
は
重
臣
が
死
去
す
れ
ば
、

鳴
物
停
止
令
が
領
内
に
発
せ
ら
れ
、
服
喪
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
点
も
君
主
家
と
家

中
・
領
民
の
関
係
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
検
討
課
題
で
あ
る
。

　

兼
平
氏
の
研
究
の
進
展
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

 

（
Ａ
5
判
、
二
〇
三
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
三
年
五
月
一
日
発
行
、
本
体
価
格

二
二
〇
〇
円
＋
税
）
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